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ている。本市は、ESD を教育の中核に置き、委員会が主体となり、15 年以上前から ESD
に取り組んできた。当初、本市 ESD は学校教育が中心であり、学校教育の現場が中心にな
って ESD を推進してきた。その過程で、ESD の充実を図るために、公民館等の社会教育関
係者との連携の重要性が認識され、学校教育の活動を支える地域団体や企業、行政なども加



























重要であるかを認識することができた。2 日目には、各都市の SDGs との関連を図った事業
をもとに意見交換が行われ、SDGs と都市の創生の関係についても理解が深まった。 
この会議へ参加する自治体が増え、より多くの関係者で情報を共有し議論していくこと
が、SDGs を 1 つの指標とした自治体の施策の中で、ESD に関連する教育の価値を高めて
いくことになると感じた。 
 
  
